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書かれていない＝管理できていない

✕記載なしだと
留置期間が分からない

▼
適切な交換時期を
判断できない

▼

血流感染リスクが上昇

観察のたびに６項目確認！記録に残す

CDCガイドライン・日本環境感染学会のガイドラインでも、挿入日の記録は基本項目として
必須とされています。

挿入部、見て・触れて・聞いて

ラウンドで挿入日の記載漏れが増えています
挿入日が分からないと留置期間が把握できず、血流感染のリスクが高まります。

患者さんの安全のため、挿入日の記載を徹底しましょう。

点滴固定テープに、挿入日を必ず記載

✓毎日の観察が静脈炎・血管外漏出の早期発見につながります

挿入日の記載漏れが増えています挿入日は、患者さんを守る情報です

×記載なしだと
留置期間が分からない

適切な交換時期を判断できない

血流感染
リスクが
上昇

発赤
赤み・血管に沿う変化

疼痛
安静時・滴下時の訴え

浸出液
出血、湿り・排液の有無

腫脹
左右差・皮膚の張り

熱感
周囲との温度差

漏れ
滴下不良・皮下への漏出

✓

✓
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